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ニカ メ イ ガ モ ドキ の 日本 か ら の発 見 と

その応用昆虫学上 の意義1

安 松 京 三 ・矢 野 宏 二

Discovery of  Chilo hyrax Bleszynski from Japan 
  and its significance in applied entomology 

         (Lepidoptera, Pyralidae) 

Keith Yasumatsu and Koji Yano

1.ま え が き

ニ カ メ イガ の学 名 に関 して は 河 田(1930),木下 ・

河 田(1932)が 東 南 ア ジ ア各 地 の標 本 を調 査整理 し,

Chilosimplexを 使 用 すべ きで あ る と したが,そ の後

の 調 査 に よ りsuppressalisが 適 当 で あ る こ とが 判 明

した(Bisset,1939;Vinson,1942;Kapur,1950).

この結 果 は安 松(1949)2に よ り わが 園へ 紹 介 され,

ま た 河 田 ・服 部(1956)に よ り解 説が な され,以 来

C`frilosuppressalisが 統 一 的 に使 用 され て きた.一 方,

日本産 の ニ カメ イガ に は色 彩 に か な りの 変 異 が あ るこ

とお よび 生 態 型 の あ るこ とが 知 られ てい た が,安 松 は

1950年 頃,日 本産 ニ カメ イ ガの 再 検 討 の必 要 を痛 感 し

北 陸 方 面 の材 料 で 調 査 を行 なつ た.ま た,最 近 数 年 来

行ってきた 日米 科学 協力 研 究「 メ イ チ ュ ウの生 物 学

的 防 除 」 に 関す る研 究 上,東南 ア ジア各 地 のメイチュ

ウ類 を調 査す る必 要 が 生 じ,特 に最 重要 種 の一 つ で あ

るニ カ メ イガ につ いて も防 除対 称 の 種 の 確認 とい う観

点 で 胃 検 討が 必 要 とな っ た.そ こで,各 府 県 農 業 試 験

場 に ニ カ メ イガ 標 本 の 寄贈 を依 頼 し,送 付 を受 けた標

本,並 び に福 岡 県 浮 羽 地 区病 害 虫 防 除所 の行 徳直 巳 氏

か ら同 定 を依 頼 され て い た 水 田予 察 燈 に 飛来 し たメイ

ガ 科 標 本 を 調査 し た と ころ,ニ カ メ イガ に外 観 が 酷似

す る 日本未 記 録 種ChilohyraxBkesaynskiを 見 出す

に い たつ た ので あ る.予 察 燈 に飛 来 した 蛾の中に は,

外 観 が比較 的 に類 似 す るた め に,或 い は 体0)一 部 の 破

損 な ど の た め に,ニ カメ イ ガ と して 処理 され,記 録集

1.ContributionSer.2,No.278,Entomological

Laboratory,KyushuUniversity.

2.1949年4月14～15日 に開 か れ た第4回 九 州 農事

試 験 研 究 発 表 会 「二 化螟 虫 の 発生 被 害 防 除 に 関 す

る研 究 討 論 会」 にお け る 「螢 光 誘蛾 燈 に集 る昆 虫

の 調査 」 の講 演(15日)に お い て紹 介 した,

計される個体はかなりある.本 種の幼虫,寄 主植物は

未だ確認されていないが,現 在大規模な発生予察事業

が行なわれているニカメイガに類似 し,同 種に混つて

誘殺される結果,2種 の個体数を合計して記録集計さ

れ,そ して後記するように,幼 虫がニカメイチュウに

酷似し,イ ネを寄主植物とすると予想されるなどの点

から,本 種の発見はニカメイガ防除の上から極めて重要

であるので,調 査個体は未だ僅かではあるが,こ こに

現在までに得られた木種に関する知見を報告 したい.

本文に入るに先立ち貴重な標本を提供下さつた下記

の各位に厚く御礼中し上げる.青 森県農業試験場病理

昆虫科,秋 田県農業試験場渡辺忻悦氏,岩 手県農業試

験場大森秀雄氏,新 潟県農業試験場江村一雄氏,新 潟

県園芸試験場桜井 精氏,栃 木県農業試験場尾川啓一

氏,茨 城県農業試験場原啓之助氏,富 山県農業試験場

望月正已氏,石 田県農業試験場川瀬英爾氏,福 井県農

業試験場今村和夫氏,愛 知県農業試験場病虫科,京 都

府農業試験場福沢 亘氏,奈 良県農業試験場上住 泰

氏,兵 庫県農業試験場山口福男氏,鳥 取県農業試験場

奥山善 雄氏,島 根県農事試験場藤村俊彦氏,広 島県農

業試験場藤原昭雄氏,山 口県農業試験場児玉 行氏,

香川県農業試験場病虫部,愛 媛県農業試験場高山昭夫

氏,福 岡県農業試験場村田 全氏,野 田政春氏,福 岡県

浮羽地区病害虫防除所行徳直巳氏,宮 崎県綜合農業試

験場鮫島徳造氏,鹿 児島県農業試験場深町三朗氏,庇

児島県農業試験場大島支=場栄 政文氏.特 に行徳直巳,

桜井 精両氏には多数の標本のほか誘殺データなどに

ついて種々御連絡いただいた.厚 く御礼申し上げる,

また,こ の研究は 「日米科学協力事業」の一つとし

て行なわれたも0)であつて,そ の遂行にあたつては,

文部省,財 団法人日本学術振興会の援助を得た.こ こ

に記して深謝の意を表する.



II.調 査 材 料

各府県農業試験場および新潟県園芸試験場に予察燈

で誘殺され集計使用済後のニカメイガの送付を依頼し

たところ上記各位からの多数の標本の提供を受けた.

これらの標本は特記しない限 りすべて水田予察燈に飛

来したものである.な お,材 料依頼に当つては暗化し

た個体も希望する旨付記した.送 付を受けた標本が各

予察燈のある時期にわける誘殺数の全部であるか或い

は一部であるかのデータは入手していない.上記 以外

に筆者らの採集した標本 も調査した.こ れらの標本は

22府 県53地 点からのもの 凡そ5000頭 であるが,こ

の中第1表 に記した20府 県36地 点 からの標本中645

個体の標本を現在までに調査した.♀ 標本及び両種以

外の種もかな り混つているがこれらは第1表 から除い

てある.従 つて地点数,個体 数ともに未だ充分ではな

く,更 に2化 期の標本の調査個体 が特に少ない,周知

のご とく,予 察燈で誘殺された"ニ カメイガ"標 本は

多少とも破損しているため,後 に述べるようにニカメ

イガと酷似している本種の場合,外 観だけの調査では

不充分であり,genitaliaも 含 めた調査を必要とする

ため,手 許の多数の材料についての調査は未だ終了し

て い な い.

III.ChilohyraxBleszynski

ニ カ メ イ ガ モ ド キ(新 称)

に 関 す る 現 在 ま で の 知 見

本種 は1965年Bkeszvnskiに よ りウ ス リー,中国 産

の13頭(中1頭 は産 地 不 明)の 標 本 を基 に して 記 載 さ

れ た.こ れ らの1集 地点 は次 の よ うで あ る.Uolotyp〔 ∵

♂:Ussuri.Paraとypes,2??,Mandschurci,1)jalan・

tLrn(Khingan);5♀ ♀,Ussttt-i,Jakovlevka;.}.i

`?°,Ussuri,Iiasakewitsch;1',China,1Vlokan-

shan.な お,分 布 地 と して この 他 に中央 ア ジ アのSemi-

palatillskを あ げ て い るが,標 本 につ い て は言及 して

い な い.ま た,以 下 に述 べ るよ うに,♀ は 識 別が1科難

で あ るた め上 記 の ♀の 産 地 は 再確 認 を 要す る.こ の13

頭 は燈 火 に飛 来 し た もの か 野 外で 採 集 され た ものか は

不 明で あ る.

日木 で は 現 在 まで の と ころ 第1表 の よ うに5県8地

,ll、〔か らの36頭 が確 認 され た.こ のrll6,8,10,コ6,

26,34は 水田 予 察燈 で あ り,7は 園 芸試 験 場 の梨 園 内

第1図.ChilohyraxBleszysnki,頭 部側面.

箪2図.ChilohyraxBleszysnki,頭 部 腹 面,

第3図.Chilosuppressalis(Walker),頭部側面.

第4図,Chilosuppressalis(Walker),頭 部 腹 面,



第1表.調 査 標 本.

の水 銀 燈 に飛 来 し た もの で水 川か らの 距 離 は約60m,

9は 桃園 の 水 銀燈 で 水 田 まで の距 離 は 約30mで あ る.

i,成 虫 の形 態

♂:ironsの 突 出 はsuppressalisと 大 差 な いが,

frons腹 面 の 前 縁 寄 りに あ る半 弧状 の 隆起 はsuppres-

Ballsよ り顕著 で,特 に頭 部 を腹 面 か らみた場合 判然

とする(第1,2図).な お,suppressalisに おいても

この隆起がやや顕著な個体 もあるが本種程にはならな

い.前 翅の外縁はsuppressalisに比較 して丸味を欠く

傾向があ り,ま た,翅 頂はやや尖るがこれらの特徴は

両種共に変異が見 られる.前 翅の色彩はsuppressalis

に比し暗色で,全 体暗褐色である,外 縁に沿う7個 の



暗 褐 色 点 は本 種 で も認め られ る.こ れ ら暗 褐 色点 は不

明 瞭 な 個体 もあ るが,こ れ はsuppressalisに お い て も

同 様 で あ る.中 室 端 の斑 紋(横 脈 上 に あ る もの)と 中

室 下 縁 や や下 方 の 斑紋(こ れ らの斑 紋 は他 の 暗褐 色 鱗

と異 な り灰 色 で あ る)はsuppressaCisで は 明瞭 な個 体

が 多 く,不 明 瞭 な 場 合で も識 別 出 来 るが,本 種で は殆

ん どの 個体 で 認 め られ な い.し か し,稀 には比 較 的判

然 と現 わ れ る個体 もあ る.後 翅 の色 彩 はsuppressalis

と 同様 で あ る.脈 相 もsuppressalisの それ との間に 差

異 を 認 め られ ない,後 翅M2,M3は 両 種 と も有柄 ま

た は無柄 の場 合 が あ るので,少 数 個体 の 調 査 の場 合 に

は注 意 を 要す る.本 種 の 前翅 長 は 同一 地 域,同 じ季 節

に誘 殺 され たsuppressalisに 比 し平 均1～2mm長 い

(第2表).

♂genitalia:suppressalisよ り も 角化が顕著.

Juxtaは 第5図 の よ うに細 長 く,suppressalisの よ う

に中 央 附近 でID広 くな らな い.先 端 に近 く小 突起 を有

す るが こ0)位置 は 第5図 の そ れ よ り 更 に 先 端 に 近 くな

る 個 体 も あ る.Vinculumの 先 端 は 側 面 観 に お い て 第

5図 の よ うでsuppre∬alisで も こ れ に や や 近 づ く個 体

もあ るが 本 種 程顕著 で は な い.

「～lBkeszynskiの あ げ たgenitaliaO)特 徴 は5〃 ρ一

pressalisそ の 他 の 類 似 種 と の 識 別 に使用 し難 い.本 種

の ♀ と確 認 し 得 る 標 本 を 未 だ 調 査 し て い な い.

調 査 標 本:秋田市 仁 井 田,5♂ ♂,vi./966,渡 辺 析

悦.新 潟 県 新 津 市 七 日町,16、,10.v.]966;ユ}3,1.3・

v,1966;3♂ ♂,14.v.1966;1♂,19.v.1966;1♂,

20.v.1966;1♂,28.v.i966;2♂ ♂,11.vi.1.966;

Ic3`,14.vi.1966;i6し,22.vi.1966;16覧,6.vii.

1966;1♂,8.vii.1966;3♂(3～,9.vii.1966;越 ξラ吋二

精,新 津 市 古 田,ユ ♂,13.v.1966,桜 井 精.新 潟

県 白 根 市 茨 曾 根,1♂,16.vi.1.966,桜 井 精.新 潟

県 長 岡 市 長 倉 町,1♂,25,v.1966,江 村 一 雄.福 井

市 寮 辺 町 繰,1♂,v--vi.1966;1♂,2化,1906,今 村

第2表.Chicohyrax(♂)の 前 翅 長.

秋

田市仁井田
新津市七 日町および古田
白 根市 茨 曽 根

長岡市長 倉 町
福井市 寮 辺 町 繰

〃

高 松 市 仏 生 山 明
福 岡 県 浮 羽郡吉 井 町

//

第5図.ChilohyraxBkeszyriski,♂genitalia.

第6図.Chilosuppressalis(Walker),♂genitalia.



和 夫.香 川 県 高 松 市 仏生山町1♂,2化,1966,香川農試

.福岡県浮羽郡吉井町,4,19.vii.1964;

1a,2`;.vii.196G;1a,2,viii./966;!a`,3,viii.

1906;1♂,8.viii.]906行徳直 己,

ii.分 布

ウ ス リ ー,中 国,中 央 ア ジ ア(?),日 本(本 州,

四国九州.

iii.発 生 期

本首の源記載に使用された標本13頭は採集年月日が記されていないのでこれらの地域での発 生期は不明であ

る.日本産の標本は上記のように ニカ メ イガの第1回

お よび 第2回発 蛾 期 の標本中から見 出 され て い

る.現在までの調査個体数から確定的なことはいえ

な い が,本 種 も恐 ら くニ カ メイ ガ に似た 発生 期 を もつ

りであろうこ とが推定され る
.

iv.生 態本種の生態については現在の所全く未知である調査個体数や誘殺環境その他から推定すると寄生生物がイネである可能性が甚だ大きい

.本種の棲息密度は応用上重要な問題であるが、第1表の数字からは類推出

来ないすなわち現在♀を明確に識別出来な い こと

,送 付 を受 けた 材 料が そ地 点 に お け る 全誘 殺 個 体

であるか否か不明であること更にsuppressalisとは

趨 光 性 に お いて 異 つ て い る可能 性 が あ るこ とな どが そ

の原 因 と してあ げ られ る.

IV.近 似 種 に つ い て

i.成 虫

日本 産のChiloII・4はC.suppressulis(Walkcr)

二カメイガ,C.iztrensisOkano,C.lrrree〃1[S(Mot-

schulsky)ヨ シ ツ トガ,C.phragrnitellus(Iliibner),

C.dematellusWalkerお よ び 本 種C.hyraxBles

zvfiskiニ カ メ イガ モ ドキの6種が記録 され た こ と に

な る.こ の 中でC.demotcl[usはLeech(/9()1)に ょ

り記録 され た 以外 全 く確 認 され て い ない.C.phragmitellus

は1965年に北海道か ら1♂が記録 されたた0)

み で あ る.本 種 は 三ヨー ロ ッパ 中央 ア ジ ア,中 国 に

分布し,イ ギ リスで は 禾 本 科 の ア シ を 食草 とす る.

C.izuerrsisは静岡県産の1♂ によ り1962年に記載 さ

ン1け、=が,原記 載な らび に その 後 の原 色図(Bkeszyriski,

1965)に よ る と前 捌斑 紋 がscrppressalis,hyraxと は

異なる.また,同種の原記載における検索表によると前

翅翅脈11とiu'(R1とSc)は 接 合す る となつ て お

り,も しそ うで あ れ ばChilotraeaに 属 す る こ とにな

る.そ こで,水 田予 察 燈 で 誘殺 され るChifo属 の 種

と して はsuppressalis,luteellusお よびhyraxの3

種 と見て よい.こ れ らの他,ウ ラル,ウ ス リー,中lfl,

中央ア ジ アに 分布 す る α'10罐 ノ競 ρρ毎Bleszyhski,

1965もsuppressalisお よびhyraxに 類似 す る.こ れ

らの 種 は ヨシ ツ トガ を 除 き色 彩 斑 紋が 類 似 す るた め外

観 の み に よ る識 別 は殆 ん ど不 可 能で あ る.次 にage-

nitaliaに よ る 日木tChilo属 の 種 の検 索 表 を記 す.

日本 産Chzlo属 の 種 の検 索 表

1.,Tr..rxtaは 左 右相 称2

Jttxtaは 左右 相称 で な い …C.phragmitellus

2.Aedeagし1sは 基 部か ら約1/3の 所 よ り顕 警に

2分 岐す る3

AedeagUsは 分 岐 しな いか 或 い は して も分 岐

は非 常 に短 い4

3.Juxtaは中央 附 近 で 巾広 くな る

C.suppressalis

JUxtaは 細 長 くit」広 くな らな い …C.hyrax

4.Aedeagusは 基 部 近 く或 い は約1/3の 所 よ り

短 い 分 岐 を 出す5

-1¥edeagusは 分 岐 しな いC .tutee"U,S'

5,Jt.rxtaは 細 艮 く,先 端 近 くで 巾広 くな らな い

C.izuensis

-Juxtaは 先 端近 くで 巾広 くな る

C.demote〃/(.S

11.幼 虫

本種 の幼 虫 は 未 だ 確 認 され て いな い,寄 主 植 物 に

関 係 な くsuppressalis幼 虫 に酷 似 す る で あ ろ うこ と

は,現 在 東 南 ア ジ アに分 布 す るChiloお よ び近 似 の

Chilotraea属 の既知幼虫間の差異から推定され,

近 似 種 との識 別 が 極 めて 困 難で あ ろ うと思 わ れ る.

V.本 種発見 の 応 用 昆 虫 学 上 の 意 義

ニ カメ イ ガ モ ドキ の本 邦 か らの発見 は,こ れ まで 永

年 に亘 つて わ が 園 で実 施 され て きた誘 蛾 燈 に よ る ニ カ

メ イガ 誘殺 数 の 集計 を基 と した 諸 論議 並 に そ の発 生 予

察 の基盤 に,再 検 討 の 必 要性 を 提 起 す る こ と となつ

た.す な わ ち,従 来統 計 に表 わ れ た ニ カメ イガ の発 生

量 は,実 は ニ カメ イガお よび ニ カ メイガ モ ドキの2種

の合 計 され た もの で あ るとい う疑 い を含 む 場 合が,極

めて 濃 厚 とな るか らで あ る.そ れ と同時 に,今 後 誘 蛾

燈 に誘 殺 され た ニ カメ イガ の 調査 に 当つ て は,ニ カメ

イガ お よび ニ カ メ イガ モ ドキ の 両 種の 区 別 に,特 に注

意 を怠 らぬ よ うにせ ね ば な らな くなつ たわ け で あ る.
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                                     Summary 

   While studying the moths which were collected by light traps in the paddy fields at several 
agricultural experiment stations in Japan and identified as  Chilo suppressalis , we happened to find 
several specimens of Chilo hyrax Bkeszyriski which was described in 1965 on the specimens from 
Ussuri and China and has been unrecorded from Japan. Up to the present about 5000 specimens of 
the so-called Chilo suppressalis have been gathered from 53 localities in 22 prefectures for taxonomic 
re-examination. Among them we have examined 645 specimens from 3G localities and could find 36 
male specimens of Chilo hyrax from 8 localities in Akita, Niigata, Fukui, Kagawa and Fukuoka 
Prefectures. 
   Male of this species may be distinguished from those of suppressalis by the following characters. 
Frons with a distinct projecting edge just before the ventral margin. Forewing much darker than 
suppressalis; greyish brown patches on discocellulars and just below discoidal cell absent, rarely 
visible. Length of forewing slightly longer than suppressalis: 10.1--14.1 mm. Male genitalia scle-
rotized more heavily than suppressalis; juxta slender with a small tooth near apex, without 
enlargement ; cephalic end of vinculum somewhat enlarged in lateral view. The characters to 
distinguish the females of both species given by Bkeszyriski are quite unreliable because of their 
wide variation. Therefore, it is our urgent need to establish the female characters to distinguish 
the species. 

   The present specimens were found from the materials of both first and second emergence of 
moth of "C. suppressalis." Therefore, this species is thought to have at least two generations a 

year. The earlier stages and host plants of this species are unknown. Ilow ever, it is supposed 
that this species may attack the rice plant, and the larva may be closely allied to that of 
suppressalis judging by the present morphological knowledge of this genus. 

   Japanese species of the genus Chilo may be separable by the following key. 

                         Key to the Japanese species of Chilo 
                               (Male genitalia) 

1. Juxta symmetrical..................................................................................................2 
  — Juxta asymmetrical ...........................................................C. phragmitellus (lliibner) 

  2. Aedeagus distinctly bifurcate at one third from base...............................................3 
   — Aedeagus not bifurcate , or with a short process in some species ...............................1. 

   3. Juxta with prominent enlargement ......................................C. suppressalis (Walker) 
  -Juxta slender , without enlargement ............................................C. hyrax B-leszyriski 

   4. Aedeagus with a short process near base or at one third from base..........................5 
  — Aedeagus without a process...............................................C . luteellus (Motschulsky) 

   5. Juxta slender, without enlargement near apex ................................C. izuensis Okano 
  — Juxta enlarged near apex...........................................................C . demotellus Walker



   As Chilo hyrax is very closely allied to Chilo suppressalis superficially and is also attracted 

to light traps together with the latter species, the discovery of the species in Japan would throw 

various  difficult problems against the control of rice stem borers, especially to detect the 

occurrence or to count the fluctuation of moth populations of rice stem borers. It is conceivable 

that many of the previous records or data on the number of moth catch at light traps might have 

included both individuals of Chilo suppressalis and Chilo hyrax.
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1‐5 .Chilosuppressalis(Walker).

6-10.ChilohyraxBkcszyriski.

1,鹿児島県与論島茶花,23,viii。1965(♂).

2.同 上,2.ix.1965(♀).

3.新潟県新津市七日町,6.vi.]966(♂).

4.新 潟 県 長 岡 市 長 倉 町,1.V1.1966(♂).

5.新潟県新津市七日町,16,vi.1966(♂),

6.新 潟 県 新 津市七日町,11.vi.1966(♂).

7。 同 上,6.vii.1966(♂).

8.同 上,14.v.1966(♂).

9,同上,20.v.1966(♂).

10.福岡県浮羽郡吉井町,19.vii.1969.(♂).
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Chilosuppressalisお よ びC.hyrax


